
 
 

２０２４年度 

「正会員に対する活動助成」活動報告書 

 

（ふりがな） 

団体名 一般
いっぱん

社団
しゃだん

法人
ほうじん

山形県
やまがたけん

社会
しゃかい

福祉士会
ふ く し し か い

 

■活動報告の詳細 

活動名称 
会員交流プラットホームの構築と情報伝達 ICT 化で仲間を増やす 

活動の目的 

一般社団法人山形県社会福祉士会は設立 30 周年を迎え、会員数は 600 名に達

した。生涯研修センターにて基礎研修を開始して以来、2023 年度まで新規入会

者は右肩上がりに増加した。しかしながら、組織率は引き続き低迷している。

若年層の入会者数の低迷や退職年齢に達した会員の退会等の課題があり、理事

会において組織強化策を検討してきた。 

2023 年度から 2027 年度における中期計画について議論を重ね、2023 年度よ

り（１）ICT 化推進、（２）会員活動の活性化、（３）学術的活動の推進、（４）

財政的基盤の強化を柱として、推進プロジェクトを立ち上げるとともに、会員

からの合格者情報の提供を強化する等の従来のやり方で推移してきたが効果が

上がっていない。 

 山形県は村山・置賜・最上・庄内の 4 つの行政圏域に分かれており、当会で

は 4 つのブロック制をとって会員同士の交流や研鑽活動を行っている。 

中期計画の下、2024 年度からは４つのブロック活動を拠点としながら、全県

下で学術的活動発表の場や会員交流の促進活動等を設けていく。また、ホーム

ページ上の交流プラットホームの構築や県内各地を繋ぐオンラインシステムを

活用していくことを目指す。次年度以降は実践発表や交流の様子等を動画で紹

介する等、YouTube 等を活用してアピールし組織率の向上につなげていきたい。 

 

 

実施した活動の内容 

 

会議・研修会・イベン

ト等の開催日時、場所、

参加者数等の活動内容

の詳細を記入 

※別添（様式自由）に

て提出可 

 

・10/5 庄内ブロック「社会福祉士」を学ぶ研修会、交流会 17名参加  

日当・報酬（6名分） 

・10/19 村山ブロックワールドカフェ 9名参加 

日当・報酬（3名分） 

・11/2 置賜ブロック実践報告会 14名参加 

日当・報酬（6名分） 

・12/21 置賜ブロック「ワールドカフェ」＆「そば打ち体験会」 

14名参加 日当・報酬（3名分） 

・3/5県実習指導者情報交換会 33名参加 

日当・報酬（8名分） 

 ・8/31、12/7 子ども権利擁護部会 ソーシャルワーカーカフェ 

  13 名参加（8/31）９名参加（12/7） 

 

別添資料をご参照ください。（A）～（F） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

活動の成果 

組織率向上を図るための各ブロック会員交流事業や実践報告会等を行う

際には、オンラインにて企画会議や事前打合せの機会を持つことができ、

事業実施の効率化につながった。 

また研修参加者の集約についても当会アカウントの Googleフォームを活

用することで、事務局員業務と連動した参加者名簿作成やアンケート集約

等が効率的になった。 

また、ホームページへの早期の研修案内の掲載、会員への一斉メールで

の研修案内を発出することで情報アクセス方法の幅も拡がり、会員の利便

性向上に繋がった。 

更には事務局の古いパソコン等の機材を買い替え、情報セキュリティー

マネジメント国家資格を有する企業社員から PC保守サービスを受けること

が可能となったことは大きな効果である。ICT化を推進したことで、不具合

の多かった一斉メール配信の問題が解消し、会員からの問い合わせや苦情

が激減し、会員の退会抑制に繋がったことは大きい。 

このように ICT化を推進することで、事業担当者の事務業務負担を軽減

し、非会員への入会促進の活動に力を入れることができ、２月末日には会

員数６０５名となった。 

１１月におこなった実践報告会や３月におこなった実習指導者交流会に

おいては、宮城学院女子大学名誉教授の熊坂聡氏のアドバイザー兼講師に

迎え、会員・非会員向けに会員同士のつながりの重要性について適格な助

言をいただいた。特に非会員も参加した実習指導者交流会については、社

会福祉士の存在意義の一つであるネットワーク構築が図られ、今後の拡が

りを期待する声も多数いただいている。 

 

【会員数の変化】 

令和６年３月３１日現在の会員数 ５８５名 

令和７年２月末日現在 ６０５名 

３月３１日現在の会員数 ５８７名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

活動実施を 

   通じての課題 

実施していく中で、見

えてきた活動遂行にお

ける課題 

上記の組織率向上を図る様々な工夫を行ったところ、会員同士のつながり

が強化され、非会員への入会について協力していただける会員の増加には

つながった。２月末日においては会員数６０５名となり一定の効果は見ら

れたものの、３月になり現職を離れることをきっかけにした退会者が増加

したため、組織率向上には至らなかった。退会抑制についての対策をどの

ように講じていくかが今後の大きな課題である。また、非常勤事務職員で

の事務局体制であったこともあり、第一四半期から第二四半期にかけては

生涯研修センターの基礎研修事業や権利擁護センターぱあとなあ事務、東

北・北海道ブロックの事務局業務等のため煩雑な状態となった。事務局の

常勤体制を確保することも重要な課題である。 

 2023年度から 2027 年度における中期計画においては、2023年度より（１）

ICT化推進、（２）会員活動の活性化、（３）学術的活動の推進、（４）財政

的基盤の強化を柱として、推進プロジェクトを立ち上げ、担当理事のもと

で推進を図ってきたものの、事務局体制が脆弱であったため推進の鈍化を

招いていた。事務局体制の強化を併行して進めることで各委員会の活動も

活発化し、中堅層の会員が中心となった活動の活性化が図られてきた。 

 山形県士会は村山・置賜・最上・庄内の 4つの行政圏域に分かれており、

4つのブロック相互の参加を可能とし交流を推進していくことや、学術的活

動の活性化を図るためにベテラン層の会員との交流の機会や研鑽活動を更

に推進していく必要がある。 

2024 年度からは、全県下で学術的活動発表の場や会員交流の促進活動等

を設けていく計画であったが、全県下での共同開催には至らなかった。ま

た、ホームページ上の交流プラットホームの構築や県内各地を繋ぐオンラ

インシステムを活用についても動画作成等の工夫を取り入れていく計画で

あるが、ICT推進委員会におけるホームページ上のプラットホーム構築は道

半ばである。次年度以降は実践発表や交流の様子等を動画で紹介する等、

YouTube 等を活用してアピールし組織率の向上につなげていきたい。 

 

 

活動の実施状況・実施

結果に関する情報の公

開 

 

あてはまるものにチェ

ックと内容詳細を記入

ください 

※貴法人のホームページでの公表は必須となります。 
 

情報の公開方法（複数選択可） 

 

□広報誌・会報誌等で公開 

                         ） 

□その他  

（                            ） 
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